





























































      
真を撮る。また赤ちゃんにエンピツ（ ）、糸
（）、お金（）など準備して、いくつかの品か
ら一つを選ばせる。例えば赤ちゃんがエンピツを
選んだら、将来は学者になり、糸を選んだら長生
きをし、お金を選んだら金持ちになるというよう
な占いを行うのが習慣となっている。このような
１歳のお祝いは、最近ではホテルなどを借りて、
１００人程度の客を招いて、豪華盛大に行うのが普通
になってきている。ソウルに住む家内の妹夫婦も
その慣習に従った。
　韓国においては、近年、少子化の傾向にあり、
子供の数は日本と同様に１人ないしは２人となっ
ており、また一方で伝統的に男子による相続制度
の観念が残されている。よって、一人っ子として
生まれた男児には、その一家の命運がかかってく
るため、子供のお祝い事にはたいへんな準備と労
力が費やされることになる。大切に育てられた男
子は韓国語で「玉童子」（ ）と呼ばれる。な
お子供の数が１人である家庭は、男子の出生を望
むケースが多くなり、それを人為的に調整してい
る面があるために、現在新生児における男子の割
合が非常に高くなっており、社会的な問題となっ
ている。（韓国における伝統的な出産・相続につい
ては、韓国映画『シバジ（ ）』［８６年、イム・
グォンテク（林權澤）監督］がその問題点を指摘
しているので、観賞を勧めたい）
　果たして、私の家にもソウルの家内の実家から
大量の全羅道ワカメや高麗人参（ ）が常
時送られてくることになった。こうして家内が産
院から退院したその日から、朝食でワカメスープ
を作るのが私の一日の日課となった。韓国では、
ワカメスープを毎年の誕生日（ ）でも飲む習
慣があり、スープを作ってくれた母（ ）に
出生時の感謝をすることになる。我が家では、ワ
カメスープを作っているのは父親である私である
ので、子供に感謝されるのは母親となるかどうか
は少し疑問である。

（一）
　「姓名」とは「なまえ」あるいは「人名」のこと
である。日本では「氏名」あるいはその一部を
「苗字」とも言う。英語なら「」と言えば済
むのに、上のごとく「なまえ」「人名」「姓名」「氏
名」「苗字」などと多様な言葉を持つのが東洋の言
語の妙である。
　これらのうち歴史的に見て重要なのは「姓名」
と「氏名」である。韓国には「姓名」という言語
およびその文化は存在するが、「氏名」という言語
と文化は日本にしかない。実はこの差が決定的な
差である。
　古来、中国や朝鮮半島では「姓不変」「同姓不
婚」「異姓不養」という三者が「姓」に対する三大
鉄則、従ってより本質的には「家族制度」に関す
る三大鉄則として考えられて来た。朝鮮半島では、
朝鮮王朝時代を治めた大法典『経国大典』にこの
思想がよく表されていて興味深い。
　上記三大鉄則のうちまず「姓不変」というのは、
男も女も生涯を通して自らの姓を変えないこと、
特に女性は結婚しても姓を変えない点は日本と対
照をなす。第二に「同姓不婚」とは文字通り同じ
姓の者どうしは結婚できないこと。第三の「異姓
不養」とは、養子（幼ない子供）は同姓の一族の
中から取り、日本的な婿養子制度などは考えるこ
ともできないのである。いずれにしろ中国や朝鮮
が鉄則として守り続けて来た「姓と家族制」に対
し、日本だけが全く異なった孤立的態度を維持し
て来たことがわかる。
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